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〇笠野原開発資料館所蔵資料のアーカイブ化
古文書99点を中性紙封筒に入れ、処置を完了。
大正～昭和時代に作成された諸資料の存在を把握：
「大正弐年旧十二月三日　資本金計算帳」、「昭和
五年七月吉日　各年小作料要項」等など。
一部の資料をデジタルカメラで撮影しデータ化。

➡ 今後は、全資料をデジタル化し、研究教育資源とし
て活用する方法の検討が課題。

〇地域住民のライフヒストリー調査
笠野原開発資料館を管理・運営する安藤一夫さんと
ツル子さんご夫妻のオーラルヒストリーを採録。
笠野原地域の歴史文化と、幼少期の戦争体験に関す
る〈語り〉をアーカイブ：戦前～戦中にかけての笠
野原地域での暮らしや、畑地かんがい反対運動の内
実など。

〇学生関与とその教育的意義
古文書保存処理とライフヒストリー
調査には学生が事前学習・質問設
計・実践を通して関与。
地域史と向き合う意義や魅力とその
方法を主体的に学修。
学生たちによる成果報告会での発表
と市民からのフィードバック。

➡ 学生は、「自分たちが笠野原の地域
課題を解決するためにできることは
何か」という「問い」をもとに各実
践に臨み、探究の成果を地域に還元
する営みを経験。
地域の歴史文化を未来に継承する
意義と技法を能動的に把握。
地域の歴史文化を未来に継承する
担い手としての自覚を能動的に形
成。

笠野原の水の歴史を記録し継ぐ 
地域資料の保全と学生の学び 

〇市街地を流れる肝属川中流域
　広範囲に水草群落が広がり、生
物多様性と河川環境保全の観点か
ら注目。

在来種：ホザキノフサモ，ヤ
ナギモなど
外来種：オオカナダモ，ボタ
ンウキクサなど

➡ 浅い水深、適度な流れの強
さ、市民による水草の除去活
動の効果などが生育に影響。

肝属川流域の水辺植生と地域環境教育の可能性

今後の展望：地域の自然と歴史を未来へつなぐために

ホザキノフサモとヤナギモ

池の水面を覆いつくす特定
外来生物のボタンウキクサ

鹿屋市街地の肝属川では
水草群落が河床を覆う

外来種のオムナグサ。鹿児島
本土ではまだ記録がない。

水田雑草のホシクサ

下高隈の棚田

◯水辺の植物を用いた教育の検討 
高隈小学校の校庭で植物の調査。
地域の植物と関連した教育活動に
ついての聞き取り。
水田や水辺の植物を小学校での教
育に活用する可能性を模索。

校内の人工池
高隈小学校では
水生植物の栽培
は行われていな
かった。水辺の
環境を知るため
には生物を導入
することも重
要。

校庭の植物調査
昼休みの時間は児
童と一緒に観察。
季節ごとの植物の
データを取得し、
理科や総合的な学
習で活用できる教
材の開発につなげ
たい。

〇高隈地区の水田雑草群落 
　里地里山は農林業に伴う人間のは
たらきかけによって多様な生物の生
息環境が維持されている。下高隅地
区の棚田で約80種を確認。

在来種：コナギ，イボクサ，タネ
ツケバナ，ホシクサ，スズメノト
ウガラシなど
外来種：オムナグサを含む多数
種。

肝属川流域における在来植物や渓流植生の分布の把握と、在来植物の保全
と外来種対策の推進。
地域の自然環境や植生を活かした教材開発。小学校など地域の教育現場と
連携した環境教育を展開。
自然と歴史の双方から地域に関わる実践を通じて、「記録し、伝え、守る」
担い手としての視点を育成。

成果報告会の様子 
調査にご協力いただいた地域の
皆様に御礼を申し上げます。
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